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令
和
８
年
度
よ
り
、
国
の
補
助

金
を
申
請
す
る
た
め
、
統
合
小

学
校
が
条
例
等
で
定
め
ら
れ
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

の
変
動
等
に
鑑
み
、
令
和
８
年
４

月
か
ら
火
葬
施
設
及
び
斎
場
使
用

料
を
改
定
す
る
も
の
。

今
回
の
主
な
変
更
点
は
。

①
町
外
居
住
者
が
火
葬
施
設

を
利
用
す
る
際
の
使
用
料
の

増
額　

②
死
亡
者
が
町
内
に

住
ん
で
い
た
場
合
に
、
町
内
居
住

者
の
使
用
料
を
適
用
す
る
こ
と
の

明
確
化　

③
生
活
保
護
受
給
者
の

減
免
の
廃
止
を
行
い
ま
し
た
。

 議会だよりくらて № 153 　②　　

●
観
光
振
興
費
業
務
委
託
料　
　

　
　
　

７
８
５
万
９
千
円

増
額
の
理
由
、
内
容
を
具

体
的
に
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
、
ご
寄
附

を
頂
い
た
方
と
の
関
係
強
化

を
図
る
た
め
、
町
の
紹
介
や

特
産
品
を
掲
載
し
た
観
光
情
報
誌

の
発
送
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
観
光
や
グ

ル
メ
情
報
な
ど
の
発
信
を
行
っ
て

い
る
委
託
料
で
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て
、
当
該

児
童
福
祉
法
に
基
づ

き
、「
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
」
を
定
め
る
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

対
象
者
も
含
め
具
体
的
な
制

度
内
容
は
。

地
域
型
保
育
事
業
等
に
通
っ

て
い
な
い
、
生
後
６
ヶ
月
か

ら
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
対

し
て
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
、
月

10
時
間
を
上
限
に
実
施
事
業
所
で

保
育
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

実
施
事
業
所
は
決
ま
っ
て
い

る
の
か
。

令
和
７
年
度 

鞍
手
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　
　

２
９
８
１
万
１
千
円
を
追
加

質問答え

保育の様子（イメージ）

答え

鞍
手
町
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

提案
理由

鞍
手
町
営
葬
斎
場

条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

近
年
、
修
繕
費
な
ど

の
運
営
コ
ス
ト
が
上

昇
し
て
お
り
、
物
価

質問

実
施
事
業
所
に
つ
い
て
は
、

条
例
制
定
後
、
各
保
育
施
設

等
へ
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
説
明
を
実
施
し
、

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。　

   

現
在
の
と
こ
ろ
、
実
施
す
る
事

業
所
は
未
定
で
す
が
、
古
月
保
育

所
で
は
実
施
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

答え提案
理由

質問答え

鞍手町営葬斎場

鞍
手
町
立
学
校
設
置

条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

町
内
６
小
学
校
を
統
合

し
「
鞍
手
町
立
鞍
手
小

学
校
」
を
設
置
す
る
こ

と
に
関
し
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
条
例
改

正
す
る
目
的
は
。

提案
理由

質問

原案
可決

原案
可決

令和 10 年 4 月開校予定の「鞍手町
立鞍手小学校」完成イメージ

答え中
間
事
業
者
が
管
理
す
る
サ
イ
ト

の
寄
附
額
が
、
当
初
見
込
額
よ
り
も

増
え
た
た
め
、
寄
附
額
に
応
じ
て
負

担
す
る
業
務
委
託
料
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

鞍手町のグルメや特産品を紹介
する観光情報誌

原案
可決

原案
可決

質問

条
例
の
新
規
制
定
や
改
正
、

補
正
予
算
に
つ
い
て

８
件
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

提
案
さ
れ
た
議
案
に
対
し
、
議
員
が
質
疑
を
行
い
付
託
委
員
会
を

決
定
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

議案
質疑

第７回定例会



●
道
路
維
持
管
理
事
業
費

樹
木
伐
採
等
委
託
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

２
９
８
万
円

具
体
的
な
場
所
と
、
対
処
方

法
は
。

九
州
自
動
車
道
沿
い
、
町
道

本
村
・
田
頭
線
及
び
長
谷
地

区
の
町
道
水
上
・
妙
見
線
の

一
部
に
お
い
て
、
竹
や
樹
木
の
枝

な
ど
が
道
路
上
に
張
り
出
し
て
、

通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
伐
採
を
行
い
ま
す
。

月定例会月定例会
定例会は３・6・9・12 月に
開催されています。
12 月定例会では条例の制定
や改正、補正予算について審
査しました。

12 月定例会の流れ

議案の上程
12/３（水）
町長による議案の提案
説明

本
会

議

1

委
員

会

４ 民生産業委員会
12/１１（木）
付託された議案を審査

本
会

議

6 委員会審査報告
12/１６（火）
各常任委員会での審査
結果を委員長が報告

本
会

議

7 質疑・討論
12/１６（火）
委員長報告に対し、議
員が質疑・討論（賛成・
反対）を行う

本
会

議

8 採決
12/１６（火）
議案の可否を決める

委
員

会

５ 総務文教委員会
12/１２（金）
付託された議案を審査

1212
本

会

議

２ 一般質問
12/８（月）
※休会 12/９（火）
議 員 が 町 政 全 般 に わ
たって質問し、町の見
解を問う

本
会

議

３ 議案質疑
12/１０（水）
提案された議案に対し、
議員が質疑を行い付託
委員会を決定

③ 　議会だよりくらて № 153　　

タブレット端末を使用
する子ども（イメージ）

児
童
福
祉
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
こ

ど
も
家
庭
庁
関
係
内
閣
府
令
の
整

備
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
が
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

通
報
義
務
が
創
設
さ
れ
て
い

る
が
、
具
体
的
内
容
は
。

虐
待
が
疑
わ
れ
る
子
ど
も
に

は
、
児
童
虐
待
防
止
法
に
よ

り
、
児
童
養
護
施
設
の
職
員

に
よ
る
虐
待
の
通
報
義
務
は
以
前

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例

答え

か
ら
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
保
育

所
の
ほ
か
、
幼
保
連
携
認
定
こ
ど

も
園
、
地
域
型
保
育
事
業
、
認
可

外
保
育
施
設
、
一
時
預
か
り
事
業
、

病
児
保
育
事
業
、
子
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
、
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業
、

児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
、
児
童

館
等
の
職
員
に
よ
る
虐
待
の
通
報

義
務
が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

小
中
学
校

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

を
取
得
す
る
た
め
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

質問

財
産
の
取
得

提案
理由

提案
理由

購
入
台
数
は
。

小
学
校
、
８
２
９
台
、
中
学

校
、
４
５
６
台
、
合
計
で

１
２
８
５
台
購
入
予
定
で
す
。

旧
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
取
り
扱
い

は
ど
う
な
る
の
か
。

供
給
す
る
メ
ー
カ
ー
が
回
収

し
、
デ
ー
タ
を
消
去
し
処
分

し
ま
す
。
ま
た
非
常
勤
講
師

や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
へ

の
配
置
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、

更
新
さ
れ
る
機
器
の
一
部
は
再
利

用
さ
れ
ま
す
。

質問

原案
可決

臨
時
会

10
月
15
日
に
行
わ
れ
、
２
件
の

議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

原案
承認

質問答え

質問答え

町道本村・田頭線（高速道路沿い）

答え

補正後予算総額　108 億 886 万円

地域おこし協力隊活動費
▲ 229万円

放課後児童健全育成事業費
270 万 4千円

公共土木施設災害復旧費
3,213 万円

※補正に係る主な事業の一部を
掲載しています。

令
和
７
年

第
６
回



 議会だよりくらて № 153 　④　　　　

審査
結果

定例会では、提案された 11 議案が
可決、陳情３件が採択されました。
また臨時会では、提案された２議案が
可決・承認されました。

議決結果：◎ … 可決・承認・同意・認定・採択
 ● … 否決、不承認・不同意・不認定・不採択　

賛否状況：○ … 賛成　 ● … 反対　　　　　

議
決
結
果

賛
成

反
対

議員名
的
野　

信
之

許
斐　

英
幸

田
中
二
三
輝

星 　

正 

彦

宇
田
川　

亮

野
口
美
恵
子

新
谷　

留
晴

石
井　

大
輔

許
斐
潤
一
郎

有
働　

徳
仁

栗
田　

美
和

西
藤　

典
子

篠
原　

哲
哉

議案
番号 議案名

第66号 鞍手町社会福祉法人に対する助成に関する条例 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第67号 鞍手町乳児等通園支援事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第68号 鞍手町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の
一部を改正する条例 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第69号 鞍手町職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第70号 鞍手町営葬斎場条例の一部を改正する条例 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第71号 鞍手町立学校設置条例の一部を改正する条例 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第72号 令和７年度鞍手町一般会計補正予算（第４号） ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 73号 令和７年度鞍手町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第３号） ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 74号
令和７年度鞍手町かんがい施設維持管理運営費
特別会計補正予算（第１号）

◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第75号 鞍手町工場等設置奨励に関する条例に基づく
令和７年度固定資産税の課税免除 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第76号 鞍手町工場等設置奨励に関する条例に基づく
令和６年度固定資産税の課税免除の額の変更 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

陳情１号
地域医療提供体制の維持・確保のための診療報
酬改定等を求める意見書採択の陳情について
福岡県民主医療機関連合会　会長　田中清貴

◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

陳情２号
「消費税減税を直ちに実施する意見書」の国へ
の送付を求める陳情
直鞍民主商工会　会長　青野定幸

◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

陳情３号

「インボイス制度の廃止をめざし、事業者の負
担を軽減する経過措置を継続するよう求める意
見書」を国に送付することを求める陳情
直鞍民主商工会　会長　青野定幸

◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第７回定例会（令和７年 12 月３日～ 12 月 16 日）
各議案は、的野信之議長を除く 12 名の議員で採決されました。

第64号 専決処分の承認（児童福祉法等の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例） ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第65号 財産の取得 ◎ 11 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

第 6 回臨時会（令和７年 10 月 15 日）
各議案は、的野信之議長を除く 12 名の議員で採決されました。

第７回定例会
第６回臨時会



掲載頁 議員名 質問項目

６ページ 宇田川 亮 議員
① 「のるーと鞍手」について
② 体育館・武道場のエアコン設置について
③ 旧庁舎の什器等の譲渡について

７ページ 許斐 潤一郎 議員 ① 町内における鳥獣被害対策について

８ページ 　　　　　　西藤 典子 議員
① 小学校統合による不登校の防止策について
② 国保税滞納世帯への対応について
③インフルエンザの流行について

⑤ 　議会だよりくらて № 153　　

一般
質問

第７回定例会 知知りたいことりたいこと望望むことむこと
議員が問う今とこれから
一般質問は、町長から提出された議案以外に、行政全般に
ついて現状や方針を問うものです。令和７年 12 月議会で
は３名の議員が一般質問を行いました。

※質問内容および答弁は、質問者自身が要約したものをもとに、議会広報編集調査特別委員会が校正しています。
※質問の全文は、鞍手町ホームページまたは議会事務局にて、会議録としてご覧いただけます。ただし、会議録

の整理状況により、公開が遅れる場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※令和 7 年 9 月から、YouTube チャンネルにて議会の中継・配信を実施しています。

スマホをかざすと「鞍手町 YouTube
チャンネル」が視聴できます
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旧
庁
舎
の
什
器
等
の
譲
渡
に

つ
い
て

宇田川　亮宇田川　亮  議員議員

「
の
る
ー
と
鞍
手
」
の
増
便
と

運
行
時
間
の
延
長
は
。

乗
車
率
が
向
上
す
れ
ば
増
便
、

さ
ら
に
運
行
時
間
の
延
長
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
議
員
】

質問質問
【
町
長
】

回答回答

議
員　
「
の
る
ー
と
鞍
手
」
に
つ
い

て
、
利
用
者
も
多
い
と
聞
い
て
い

る
が
、
運
転
手
の
過
密
労
働
に
な

っ
て
い
な
い
か
。

都
市
整
備
課
長　

現
在
４
人
体
制

で
十
分
回
っ
て
い
る
状
況
で
、
乗

務
員
が
、
急
病
等
で
乗
務
で
き
な

い
場
合
は
、
他
の
乗
務
員
が
代
わ

っ
て
乗
務
し
、
運
行
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

議
員　

夜
間
、
営
業
さ
れ
る
業
者

や
夜
遅
く
鞍
手
駅
か
ら
帰
ら
れ
る

方
な
ど
、
町
民
の
交
通
手
段
が
、

確
保
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
状
況

も
あ
る
が
、
昼
間
の
増
便
、
夜
ま

で
の
運
行
時
間
の
延
長
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

町
長　

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、

運
行
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
の
要

望
は
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
来
年

４
月
に
乗
降
地
点
を
35
箇
所
程
度

追
加
す
る
予
定
で
す
が
、
こ
れ
に

よ
り
さ
ら
に
乗
車
率
の
向
上
が
見

込
ま
れ
た
場
合
に
は
、
車
両
の
追

加
等
の
検
討
、
そ
の
後
、
運
行
時

間
の
延
長
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

鞍
手
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

の
設
置
状
況
は
。

教
育
課
長　

今
年
度
中
に
断
熱
工

事
を
完
了
し
、
来
年
度
以
降
に
空

調
設
備
工
事
を
発
注
す
る
計
画
で

す
。
ま
た
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
部

分
、
卓
球
場
、
武
道
場
を
整
備
す

る
予
定
で
す
。

議
員　

屋
内
の
全
て
に
エ
ア
コ
ン

が
設
置
さ
れ
る
と
考
え
て
い
い
の

か
。

教
育
課
長　

授
業
を
行
う
部
分
は
、

全
部
整
備
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

議
員　

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
小
学
校
の
体
育
館
や
町
民
体
育

館
、
武
道
場
の
エ
ア
コ
ン
設
置
も

要
望
し
て
い
た
が
。

教
育
課
長　

町
立
の
武
道
場
、
体

育
館
は
、
現
在
は
計
画
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
整
備
は
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
整
備
に

有
利
な
補
助
金
等
を
探
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
の
体
育
館
は
、

令
和
10
年
度
に
統
合
を
控
え
て
お

り
、
統
合
校
の
体
育
館
に
は
空
調

設
備
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
現
在

の
小
学
校
は
、
整
備
の
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
。

議
員　

武
道
場
は
、
旧
庁
舎
の
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
は

ど
う
か
。

教
育
課
長　

予
算
の
関
係
も
あ
り

ま
す
の
で
執
行
部
と
も
協
議
し
な

が
ら
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
員　

譲
渡
会
も
あ
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
状
況
は
。

管
財
課
長　

旧
庁
舎
、
旧
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
什
器
備
品
は
、

１
９
３
１
点
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
く
ら
て
病
院
、
学

校
関
係
、
広
域
消
防
な
ど
の
公
的

団
体
に
３
７
９
点
、
町
内
自
治
会

に
３
９
９
点
、
さ
ら
に
町
民
及
び

町
内
事
業
者
に
４
８
２
点
を
無
償

譲
渡
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
残

る
什
器
備
品
は
６
７
１
点
で
す
が
、

大
型
の
も
の
が
５
８
６
点
あ
り
、

一
般
的
な
使
用
の
た
め
に
譲
渡
で

き
る
備
品
等
は
、
ほ
ぼ
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。

議
員　
残
っ
て
い
る
６
７
１
点
に
つ

い
て
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

管
財
課
長　

旧
庁
舎
を
解
体
す
る

場
合
は
、
廃
棄
処
分
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
、
鉄
製
品
に
つ
き
ま

し
て
は
、
解

体
時
に
換

価
し
、
解
体

費
用
に
充
当

し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

利用客が増加している「のるーと
鞍手」

体
育
館
、
武
道
場
等
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

旧役場庁舎の内部
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議
員　

本
年
は
ク
マ
に
よ
る
被
害

が
多
く
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
本

町
で
も
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
多
く

み
ら
れ
る
。
町
の
基
幹
産
業
で
も

あ
る
米
、
野
菜
、
果
樹
等
の
被
害

は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

本
町
の
有
害

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

は
、
農
業
共
済
報
告
と
農
業
者

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
て
積
算

し
、
令
和
６
年
度
の
被
害
額
は

１
６
２
５
万
１
千
円
で
す
。

議
員　

被
害
に
対
す
る
防
除
、
駆

除
が
必
要
と
な
る
が
対
策
は
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

直
鞍
猟
友
会
に

委
託
し
、
箱
わ
な
や
猟
銃
に
て
捕

獲
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
国
の
補
助
金
を
使
用
し
、
地

元
営
農
組
合
に
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ

ッ
シ
ュ
柵
や
電
気
柵
の
設
置
を
行

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

議
員　

各
種
の
対
策
を
し
て
効
果

は
ど
の
程
度
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

令
和
４
年
度
と

６
年
度
を
比
較
す
る
と
被
害
額
は

減
少
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度

の
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
数
は
２
８
０
頭

で
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
設
置
に
よ

り
農
地
へ
の
侵
入
も
減
少
し
て
い

ま
す
。　

議
員　

本
年
度
の
捕
獲
計
画
数
及

び
直
近
の
実
績
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

２
市
２
町
で
構

捕獲のため設置されている箱わな

成
さ
れ
る
直
鞍
地
域
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
協
議
会
で
策
定
さ
れ
て
い

る
計
画
で
は
、
令
和
７
年
度
は
、

イ
ノ
シ
シ
１
５
０
０
頭
、
シ
カ

８
０
０
頭
、
カ
ラ
ス
５
０
０
羽
等

で
、
本
町
で
は
、
令
和
６
年
度
実

績
で
イ
ノ
シ
シ
２
６
７
頭
、
シ
カ

10
頭
等
を
駆
除
し
て
い
ま
す
。

議
員　

駆
除
、
捕
獲
に
対
し
て
狩

猟
免
許
が
必
要
だ
が
、
町
内
で
保

有
さ
れ
て
い
る
方
は
何
名
か
。
ま

た
取
得
に
対
し
て
の
助
成
は
。

産
業
振
興
課
長　

直
鞍
猟
友
会
に

所
属
の
方
の
み
の
把
握
と
な
り
ま

す
が
、
わ
な
猟
９
名
、
猟
銃
一
種

５
名
、
わ
な
猟
と
猟
銃
一
種
４
名

が
狩
猟
免
許
を
保
有
さ
れ
て
い
ま

す
。
狩
猟
免
許
に
か
か
る
費
用
は
、

１
万
２
千
円
を
上
限
と
し
て
助
成

許斐　潤一郎許斐　潤一郎  議員議員

鳥
獣
被
害
へ
の
自
己
防
衛
に

対
す
る
費
用
負
担
は
考
え
て

も
ら
え
る
の
か
。

現
時
点
で
は
、
財
産
被
害
に
対
す

る
補
助
等
の
支
援
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

し
て
い
ま
す
。

議
員　

狩
猟
免
許
取
得
に
対
し
て
、

今
後
、
増
額
予
定
は
あ
る
の
か
。

町
長　

現
在
の
補
助
金
で
、
ほ
ぼ

充
当
で
き
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

増
額
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員　

捕
獲
に
対
し
て
の
補
助
金
は
。

産
業
振
興
課
長　

イ
ノ
シ
シ
成
獣

１
頭
を
捕
獲
、
駆
除
し
た
場
合
、

県
７
千
円
、
町
３
千
円
、
ま
た
県

に
よ
る
広
域
的
捕
獲
の
場
合
は
、

県
が
指
定
す
る
捕
獲
期
間
の
み
で

す
が
、
県
１
万
８
千
円
、
町
３
千

円
が
駆
除
者
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

議
員　

箱
わ
な
の
保
有
数
は
。

　

産
業
振
興
課
長　

箱
わ
な
の
保
有

数
は
、
町
が
16
台
、
捕
獲
者
が
55

台
で
す
。
ま
た
、
町
で
は
本
年
度
、

５
台
購
入
予
定
で
す
。

議
員　

更
な
る
被
害
を
拡
大
し
な

い
よ
う
に
、
耕
作
放
棄
地
や
竹
林
、

山
林
等
の
環
境
整
備
が
必
要
だ
。

ま
た
、
住
民
の
自
己
防
衛
対
策
と

し
て
、
補
助
金
等
の
お
願
い
を
し

た
い
。

町
長　

町
と
し
て
は
、
狩
猟
免
許

取
得
や
広
報
活
動
、
猟
友
会
と
の

連
携
を
含
め
て
被
害
軽
減
に
努
め

て
い
き
た
い
。
日
常
生
活
に
お
け

る
財
産
被
害
は
自
己
防
衛
が
基
本

で
あ
り
補
助
金
等
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

【
町
長
】

回答回答
【
議
員
】

質問質問



西藤　典子西藤　典子  議員議員

規
模
や
環
境
が
異
な
る
６
つ
の
小

学
校
統
合
に
向
け
て
の
対
応
策
は
。

不
登
校
防
止
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
は
、

各
校
児
童
が
交
流
し
、
互
い
の
認
識
を

深
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

町
内
で
、
小
中
学
生
の
不

登
校
問
題
が
顕
在
化
し
た
時
期
と

推
移
は
。

教
育
長　

小
学
校
は
２
０
２
０

年
６
名
、
２
０
２
２
年
11
名
、

２
０
２
４
年
16
名
。
中
学
校
は

２
０
２
０
年
11
名
、
２
０
２
２
年

39
名
、
２
０
２
４
年
38
名
で
、
顕

在
化
し
た
の
は
、
２
０
２
２
年
頃

だ
と
考
え
ま
す
。

議
員　

増
加
の
要
因
と
課
題
は
。

教
育
長　

２
０
２
０
年
４
月
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
自
宅
学

習
が
多
く
な
り
、
昼
夜
逆
転
し
た

児
童
生
徒
が
学
校
に
行
き
づ
ら
く

な
っ
た
な
ど
、
主
に
生
活
習
慣
が

原
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

議
員　

具
体
的
対
応
と
成
果
は
。

教
育
長　

各
小
中
学
校
で
は
、
実

態
把
握
と
対
策
に
つ
い
て
話
し
合

う
「
い
じ
め
不
登
校
対
策
委
員
会
」

を
設
置
し
、
毎
週
会
議
を
行
っ
て

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
。
不
登
校
児
童
を
担

任
ま
か
せ
に
せ
ず
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
や
家
庭
訪
問
、
教
員
に
よ

る
相
談
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
希
望
す
れ
ば
、
中
央
公
民

館
内
の
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を

受
け
る
な
ど
、

ど
う
い
う
条

件
整
備
を
す

れ
ば
よ
い
か

と
い
う
こ
と

に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

【
議
員
】

質問質問
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成
果
と
し
て
は
、
令
和
６
年
度

に
は
、
小
学
生
５
人
中
２
人
、
中

学
生
３
人
中
１
人
の
３
人
の
児
童

生
徒
が
セ
ン
タ
ー
か
ら
学
校
へ
復

帰
し
ま
し
た
。

議
員　

統
合
に
向
け
て
は
更
な
る

不
登
校
防
止
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

２
０
２
０
年
か
ら
、
授
業
時
数
が
増
加

し
た
が
実
情
は
。

教
育
長　

外
国
語
活
動
で
、
小
学

校
３
年
生
か
ら
６
年
生
で
年
間
35

時
間
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
学
校

行
事
の
選
定
等
を
行
い
、
総
時
間

数
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

議
員　

休
み
時
間
、
給
食
時
間
の

現
状
は
。

教
育
長　

休
み
時
間
は
、
小
学

【
教
育
長
】

回答回答

校
５
分
、
２
、３
時
間
目
の
間
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
分
で
す
。
中
学
校
は
各
10
分
で

す
。
給
食
時
間
は
、
準
備
時
間
を

含
め
小
学
校
45
分
、
中
学
校
30
分

で
す
。

議
員　

今
の
学
校
は
か
な
り
窮
屈

な
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
ん
な
こ
と
も
不
登
校
防
止
策
と

し
て
配
慮
い
た
だ
き
た
い
が
、
小

学
校
統
合
と
い
う
課
題
へ
の
対
応

策
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

児
童
の
不
登
校
防
止
や

ス
ム
ー
ズ
に
統
合
へ
移
行
す
る
た

め
に
は
、
統
合
前
か
ら
各
校
の
児

童
が
交
流
し
、
互
い
の
認
識
を
深

め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
在
の
取
り
組
み
は
、
各
小

学
校
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
徹
底

反
復
学
習
の
状
況
な
ど
の
共
有
や
、

古
月
小
学
校
の
児
童
が
新
延
小
学

校
へ
移
動
し
、
同
学
年
で
の
合
同

授
業
、
５
年
生
が
行
う
宿
泊
学
習

で
は
、
西
川
小
学
校
と
新
延
小
学

校
、
古
月
小
学
校
と
室
木
小
学
校

が
合
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
令
和
９
年
度
の
修
学
旅
行
は

６
校
合
同
で
実
施
す
る
よ
う
計
画

し
て
お
り
、
３
ヶ
年
計
画
を
立
て
、

開
校
ま
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

議
員　

年
々
不
登
校
が
増
え
る
中

で
の
６
校
統
合
。
子
ど
も
た
ち
の

心
や
生
活
の
ケ
ア
、
相
談
体
制
の

拡
充
や
教
職
員
の
加
配
等
、
希
望

あ
る
滑
り
出
し
の
た
め
、
町
長
を

先
頭
に
ご
尽
力
願
い
た
い
。

令和 10 年 4 月開校予定の「鞍手町立鞍手小学校」
正面側完成イメージ

※�

そ
の
他
、「
国
保
税
滞
納
世
帯

へ
の
対
応
に
つ
い
て
」「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
つ
い
て
」
の

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

学校教室（イメージ）
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議
会
で
は
、
議
員
一
人
ひ
と
り
の
資
質
向
上
と
、
よ
り
よ
い
議
会
運
営
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
種
研
修
会
へ
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
得
た
知
識
や
気
づ
き
を
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て

ま
い
り
ま
す
。

表紙の紹介 撮影場所：中山大橋 ( 旧 JA 直鞍剣支所南側の産業道路上に
架設されている橋）から撮影

昭和 30 年代（今から約 60 年前）。雪景色が美しい
ボタ山と、石炭を運ぶトロッコが走っていた引き込
み線。

議
員
活
動

報
告

SNS の活用が広がる中、「議員活動
における著作権の基本及び使用にあ
たってのルールについて」と題した研
修に参加し、議員活動における情報収
集や情報発信を行う際の注意点、なら
びに議会中継や広報誌に関する著作
権・肖像権の適切な取り扱いについて
学びました。

本研修は、弁護士であり東京都江戸
川区議会議員でもある金井高志氏を講
師に迎えて実施され、日常の情
報発信においても、写真や
文章の使用には十分な配慮
が必要であることを改めて
認識する大変有意義な研修と
なりました。

直鞍２市２町 議会議員研修会
□期日　令和７年 10月 17日（金）
□会場　宮若コニュニティーセンター

分かりやすい情報発信を目指し「戦略
的広報と議会報づくりの型」と題し、一
般社団法人自治体広報公聴研究所代表
理事広報アドバイザーの金子茂樹氏の
講義を受けました。

各町村議会が発行する「議会だより」
について、町の政策内容等を伝えるた
めの見出しの工夫や文章構成、写真選

択など、他町村議会広報
誌を例とし、実践的な内
容を学びました。広報編
集調査特別委員会正副委
員長として参加し、今後
の広報作成に生かすため
の知識を深めました。

福岡県町村議会議長会広報研修会
□期日　令和７年 11月 7日（金）
□会場　博多サンヒルズホテル

現在では、ボタ山は住宅団地（小牧団地）へと姿を
変え、引き込み線の跡地には産業道路が整備されて
います。

昔
昭和30年代

今
令和 7年

▶▶▶



新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

  

ま
た
、
平
素
よ
り
、
本
町
、
議

会
及
び
町
政
に
対
す
る
格
別
の

ご
理
解
と
活
動
へ
の
温
か
い
ご

支
援
、
ご
協
力
に
対
し
、
議
員
一

同
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
は
昨
年
、
町
政
施
行
70

周
年
に
加
え
、
新
庁
舎
で
の
町
政

ス
タ
ー
ト
と
い
う
大
き
な
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
歩

み
は
、先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
、

地
域
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
町
民

の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
思
い

に
よ
り
築
か
れ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
の
節

目
を
新
た
な
出
発
と
捉
え
、
今
後

も
皆
さ
ま
の
意
見
や
提
案
を
町

政
へ
反
映
で
き
る
よ
う
、
執
行
機

関
と
共
に
研
鑽
し
合
い
、
協
議
を

重
ね
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
町
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で

幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
鞍
手
町
議
会　

　

議
長　

的
野　

信
之

（議会日程は予定です。変更となる場合があります）

編
集
後
記

　
第
７
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
11
議
案
が
上
程
、
本
会
議

や
常
任
委
員
会
に
て
質
疑
さ
れ

た
の
ち
全
議
案
が
可
決
さ
れ
日

程
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
か
ら
は
、
新
庁
舎

に
お
い
て
議
会
が
行
わ
れ
、
ま

た
ラ
イ
ブ
配
信
も
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
改
め
て
各
議
員
は
緊
張

し
た
面
持
ち
で
臨
ん
で
い
ま
す
。

　
で
き
れ
ば
ラ
イ
ブ
視
聴
で
は

な
く
直
接
傍
聴
席
へ
足
を
運
び

議
会
へ
の
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
が
町
民
の
皆
さ
ま

方
に
と
っ
て
良
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　【
許
斐
潤
一
郎
】
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次回の定例会次回の定例会 (３月予定 )(３月予定 )
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
開会日

5 6 7

8 9
一般質問

10
一般質問

11
議案質疑

12 13 14
民生産業
委員会

総務文教
委員会

15 16 17　　
予備日

18
閉会日

19 20 21
予算特別
委員会

10 時開会 ( 一般質問  13 時から )

鞍手町議会だより
右の二次元コードからダウンロード
できます。

鞍手町 議会だより 検索

鞍手町議会
YouTube チャンネル
中継・配信しています！

鞍手町議会 YouTube 検索
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